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１．はじめに 
 地層の⼤部分は海底で形成される。島弧-海溝系の海底は、堆積・侵⾷・地震時の変位な
ど、さまざまな変動の記録を保持している。そのため、海底における地質過程の理解は、陸
上で観察される地層や変形構造の成因を解明するうえでも重要である。本講演では、南海ト
ラフ潮岬沖および⽇本海能登半島沖で近年実施した潜航調査に基づく海底露頭の観察事例
を紹介し、その意義について議論する。 
 
２．南海トラフの露頭観察 

世界の沈み込み帯の中で、南海トラフは付加体の発達する代表的な沈み込み帯であり、南
海トラフ前弧域の⼤構造とその発達史の理解は、海溝型地震の発⽣場、および沈み込み帯の
ダイナミクスを理解する上で重要である。南海トラフにおける近年の深海掘削・反射法探査
の成果（⽊村ほか, 2018 など）をふまえて、東南海・南海地震のセグメント境界付近に位置
し、付加体断⾯が露出する潮岬海底⾕沿いの海底地質調査・サンプリングを「しんかい 6500」
で⾏うことを⽬的として、2023 年 6 ⽉ 15 ⽇〜23 ⽇に「よこすか」YK23-10S 航海が⾏わ
れた。本発表ではその速報結果を報告する。 

YK23-10S 航海では紀伊半島沖の潮岬海底⾕において「しんかい 6500」による潜航調査
を実施し、南海トラフ付加体および前弧海盆堆積物の採取、プッシュコアラーによる表層堆
積物および冷湧⽔の採取、地形調査・地磁気観測・熱流量観測などの地球物理調査を⾏った。
海底⾕の崖沿いに⾏った 4潜航（Dive 6K#1699, 1700, 1702, 1703）では、付加体を構成す
ると考えらえる泥岩、斜⾯堆積盆または前弧海盆最下部をなすと考えられる礫岩、前弧海盆
堆積物と考えられる砂岩泥岩互層を視認・撮影し、合計 104 個・195 kgの岩⽯試料を採取
した。また、礫岩と砂岩泥岩互層の境界露頭を 4潜航全てで確認した。今後、⽯灰質ナノ化
⽯および浮遊性有孔⾍化⽯による年代測定を⾏い、付加体と前弧海盆の境界の年代を決定
することで南海付加体および前弧海盆の発達史を更新できると期待される。海底⾕を縦断
した 1 潜航（Dive 6K#1701）では、「しんかい 6500」に搭載したサブボトムプロファイラ
ーによる海底下構造探査とプッシュコア、「よこすか」による海底地形調査を総合し、海底
⾕の発達過程と物質移動に関する知⾒が得られた。Tsuji et al. (2013, Tectonophysics) は、
潮岬海底⾕直下に⾼密度なドーム状岩体が存在することを反射法地震探査から指摘してお
り、このドーム状岩体は中期中新世の⽕成複合岩体で、東南海・南海地震の破壊領域にも影
響を与える可能性が指摘されている（Kimura et al., 2022, G-cubed）。本航海では、「しんか
い 6500」に搭載した熱流量測定装置（SAHF）による地殻熱流量測定を 9 地点で⾏った。
今後、熱流量測定結果、および「よこすか」搭載の三成分磁⼒計・プロトン磁⼒計による広



域地磁気観測に基づき、⽕成岩体の存在について多⾓的に検討を⾏う予定である。 
本航海は海況に恵まれ、予定していた 5 潜航を完遂することができた。今後、乗船後研究

の進展により、南海付加体と熊野海盆の形成初期の発達史、およびセグメント境界の実態を
物質科学的に解明することが可能になると期待される。「しんかい 6500」による広域の海底
調査と⼤量の試料採取は、反射法地震探査などの地球物理観測と鉛直１次元の深海掘削を、
スケールを越えてつなぐ上で⾮常に強⼒なツールとなりうる。 
 
３．能登半島沖の露頭観察 

海域活断層における地震時の断層運動は、海岸の隆起・沈降や津波の発⽣をもたらす。令
和 6 年能登半島地震では、能登半島北部で最⼤ 4mに及ぶ海岸の隆起が⽣じた。海上保安庁
による測深データからは海域活断層に沿った地形変動が⽰唆された。海底活断層の存在が
予想される海域の⽔深が 100 m以浅であったことから、著者らは、2024年 3 ⽉ 4⽇-16 ⽇
に学術研究船「⽩鳳丸」により⾏われた KH-24-E1緊急航海において、⽔中ドローン（⼩型
ROV）による断層調査を⾏った。その結果、能登半島北部沿岸の 2 か所（珠洲岬北⻄沖、
輪島北⻄沖）において、令和６年能登半島地震に伴って形成された地震断層と考えられる海
底の段差を 2024年 3 ⽉ 11 ⽇に確認した。 
珠洲岬北⻄沖で⾒つかった断層露頭は、海底に露出する岩盤（砂泥質の堆積岩）中に発⾒

された。産業技術総合研究所による反射法探査（井上・岡村, 2010）から推定された海底活
断層（珠洲沖セグメント）よりも南東側に位置し、北東-南⻄⾛向に 40 m以上連続する。⽐
⾼は約 50cm程度とみられ、北⻄側が⾼く、上部が下部よりも張り出した逆断層センスのず
れを⽰しており、張り出した上盤からの崩落物も認められる。断層⾯には鏡肌および縦ずれ
成分の卓越する条線が認められる。断層⾯および崩落物の破断⾯は⾵化を受けておらず、藻
や底⽣⽣物が付着していないことから、この断層は観察の数か⽉以内に形成されたもので
あり、令和 6 年能登半島地震に関連する逆断層すべりによって形成された海底地震断層（主
断層に対する副次的なバックスラスト）であると考えられる。 
輪島北⻄沖では、海底活断層（猿⼭沖セグメント, 井上・岡村, 2010）のトレース上に東
北東-⻄南⻄⾛向の段差が確認された。段差の⽐⾼は 1 m 未満で、北側が深く南側が浅い。
段差の表⾯には礫や⾙殻⽚などが露出しており、周囲の海底の表⾯に広く⾒られる褐⾊の被
膜が乱されていることから、ごく最近に擾乱を受けたと推定される。これらの産状と段差の
位置とを考慮すると、この段差は断層変位に伴う撓曲崖であり、令和 6 年能登半島地震に
関連する断層の変位で表⾯が崩壊したものと考えられる。 
今回⽔中ドローンによる調査を⾏った 3 か所のうち 2 か所で、令和 6 年能登半島地震に

よるものである可能性のある海底⾯の段差が⾒つかった。このことは、能登半島北部沿岸の
広い範囲において、地震時の断層すべりが海底⾯に達したことを⽰唆する。また、地震発⽣
から 2 か⽉という短期間で海底地震断層を観察した例は珍しく、今後同じ地点を繰り返し
観察することにより、海底に露出した断層の⾵化課程も明らかにできると期待される。  



 
４．おわりに 
 本発表では南海トラフと⽇本海における海底の変動を潜⽔船・⽔中ドローンで直接観察
した結果について紹介した。海底の調査は、陸上と異なり⼀度の調査での可動範囲が限られ
ているばかりか、地形図も整備されておらず、どこに露頭があるかを事前に確認することが
難しい場合が多い。しかし、調査に先⽴って、海底地形測量・反射法地震探査・採泥・掘削
などの⼿法を⽤いた事前検討を⾏い、観察地点を適切に選定することができれば、陸上の地
質調査とさほど変わらない質のデータやサンプルが⼤量に⼊⼿できる。浅海・深海ともに海
洋調査技術の進歩は著しく、今後、地質学研究における潜航調査の意義はさらに⾼まること
が期待される。 
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